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I  は じめに

肝癌は特徴的臨床症状に乏しいために早期発見およ

び早期治療の機会が少ない疾患の 1つ といえる。とこ

ろが癌腫が進行してくると臨床的に診断可能である

が,これら症711では根治的治療の機会を逸してしまう。

閉塞性黄痘は胆道疾患に特徴的症状であるが時として

肝癌症例にも出現する。

著者らは肝癌症4/11で癌腫が総肝管内発育のため閉塞

性黄疸をきたした 2症例を経験した。そこでこれら2    1)症 7111.SK,56歳 ,男 性.

症例を報告して,文 献的に閉塞性黄痘を呈する肝癌の   臨 床経過 :昭和49年6月右上腹部痛を主訴として精   .

病態 (癌腫の進行程度)お よび外科的治療 (肝切除)  査 のため入院.入 院時の検査で肝右葉の肝癌と診断し

の可能性の有無に注目して検討してみた。

H 症 例

表 1 肝 癌剖検例とその死因

死 因 症例数

消化管出血
食道静脈癌破裂

胃  波  瘍 3

腹座 内 b 血 ・肝檎破 裂

閉 塞 住 黄 疸 5

そ の  他 8

S48年 4月 ～ S55年 10月  ,ICH

て,同年 7月肝右葉切除を行った。切除した腫瘍は15×

12×19cm大で被膜を有し,出 血 ・壊死を伴なってい   `

昭和48年4月 より昭和55年10月までの期間に浜松医   た 。癌組織型は剖検時のそれと同じで(図 1),Edmon‐

療センターで経験した肝癌の中す剖検を行った症例は   dson分 類1)でgrade ll～111に相当し,索 状型を呈し

294/11(表1)で あった。これらの症421の中,閉 塞性黄   て いた.術 前11,400ng/mlの高値を示 した α‐Feto‐

疸を呈した症例は 5421で, 2例 は癌腫の胆管内発育に  protein(AFP)は 術後 7カ 月後の50年2月 には18.21

よる総肝管閉塞が,残 りの 3例 は癌腫の胆管外側より   ng/mlと 正常値に復した。その後51年12月に AFPは

の圧迫による総肝管閉塞が発黄の原因であった。     1,400ng/mlと 上昇し,右 肺下葉に径1.2cmの 円形の
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図 1 症 例 1の 病理所見

(上)肝割面像で,右 下の挿入図は胆管内発育を呈した

肝癌.

(下)索 状型の肝癌組織像 (HE,× 400)

転移巣を認めた。53年10月にAFPは 27,500ng/ml,54

年 6月 には35,500ng/mlと 増加し,肺 転移巣も径2.8

cmと 増大した.

再入院 3週 前より黄疸が出現し,入 院時では total

bilirubinが13.98mg/dl,AFPが 270,000ng/mlと 異常

高値となっていて,55年 8月 ,術 後 5年 2カ 月で死亡

す。

剖検時肝は2,540と111で全体に結節性癌腫が存在し,

総肝管内には担指頭大の腫瘍の発育がみられた (図

1),この胆管内発育を示す腫瘍は左肝内担管へと連続

していて,左 肝の腫瘍と連なっていた。肝硬変はZ型

で,肺 転移巣は3×3cm大 となっていて壊死性であっ

亨そこ.

2)症 例 2.JN,38歳 ,男 .

臨床経過 i入院 6カ 月前より時折出現する,一 連の

症状 (右上腹部痛,発 熱,黄 疸)を くり返していた。

昭和55年7月の入院時,黄 疸(total bilirubin 5.27mg/

dl)が みられ,AFPは 70,500ng/mlと高値を示 し,

1 1 1 ( 1 1 1 )

ERCPで は右肝内胆管より総肝管にかけて辺縁平滑

な陰影欠損がみられた。同年 7月下旬に減黄術を行 う

ために開腹す。肝は腫大していて表面は粗大顆粒状で

あって,大 豆大～小豆大の出血 ・壊死性の腫瘍結節が

両葉にび慢性に認められた.総胆管を切開してみると,

右肝内胆管より総肝管内に暗褐色の軟かい腫瘍の突出

がみられた。この腫瘍の 1部を切除し,T字 管を左肝

内胆管側へと挿入して外慶術を設置した。切除腫瘍の

組織型は Edmondson分 類1)でgrade llの像を呈し,

索状構造であった(図2),減 黄後癌化学療法を行うも

8月 にはAFPは 120,000ng/mlと増加し,死亡時の55

年10月には220,000ng/mlとなった。

剖検時肝重量は3,530gmで ,性 状は手術時と類似し

ていて,害」面では右肝内胆管より総肝管内に担指状の

腫場の発育がみられた(図2).胆 管内発育を呈した腫

瘍は肝内腫場と同組織像であった (図3).

III 考  察

肝癌症r71で閉塞性黄痘の発症頻度は比較的少なく約

の肝癌がみられる.

(下)索 状型の肝癌組織像 (HE,× 400).

図2 症 rr1 2の病理所見

(上)肝 割面像で,肝門部には胆管内発育を示す紡鍾状
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図 3 胆 管内発育を示した肝癌組織像

2%と いわれている。いわゆるこの
“icteric type

hepatomaめルは肝癌の進展による肝門部胆管ないし肝

外胆管の閉塞に原因していて,臨 床的には閉塞性黄疸

を呈する肝癌症Fllの総称といえる。一般に肝門部胆管

ないし肝外胆管の腫瘍による閉塞は管外よりの腫易の

圧迫による胆管閉塞 (仮に管外型閉塞と呼ぶ)と 管内

に進展した腫瘍による胆管閉塞 (管内型閉塞)と に大

別出来る。後者の,管 内型閉塞の肝癌による閉塞性黄

疸の発黄機序として,① 肝癌よりの胆管への出血によ

る凝血塊 (clotted blood),②肝癌よりの胆管へ脱落

遊離した腫瘍塊(tunOr mass),③肝癌より胆管へ有

茎性に,連 続性に発育した腫瘍塊 (tumOr grOwth)の

3原因ゆ
～10が報告されている.

これら3原因とも肝内胆管に近接した肝癌が胆管壁

内へ浸潤して胆管壁を穿破している点では同一病態と

いえる。ただ異なる点は胆管内に存在していて閉基を

起した塊が血液成分が多t かヽ否か,肝 癌病巣と連続性

であるか否かにすぎない,い いかえると肝癌における

管内型閉塞の原因として前述した 3者 は① と②の間

で,② と③の間で共通した点が存在するといえる。

肝癌は出血 ・壊死を起こしやすい代表的癌であるこ

とを考えると,一 度胆管を穿破した肝癌は胆管内へと

容易に出血を起すであろうと想像される。 この際,胆

汁はibrinolytic activityを有するために,胆汁中の血

液濃度が70%以上でないと凝血塊は形成しないと1つ述

べられている。 したがって胆管を閉塞する程の凝血塊

形成には多量の出血が起る必要があると思われる。 さ

て出血 ・凝血で胆管を閉塞した症例で凝血塊に混在し

て肝癌組織塊が存在することは肝癌病巣の壊死後出血

を物語る証左といえると同時に,腫 瘍塊が存在する点

り閉塞性黄疸をきたした肝癌の2剖 検例   日 消外会誌 16巻  1号

で管内型閉塞の原因で① と②は類似 しているといえ

る。つぎに②と③では, とくに②の肝癌病巣より脱落

する以前は③と同様に胆管内に発育した状態であろう

と想像される。すなわち両者とも胆内発育型を呈して

いて,前 者では壊死を起して胆管遠位側へと難脱した

状態であり,後者は離脱を起してない状態ともいえる.

組織学的にみて離脱した腫瘍塊は壊死の傾向がつよい

との報告"り
～11)はこの点を裏付けすると考える。

このような原因で閉塞性黄疸を呈した肝癌症例で,

最近の本邦報告例は21421め
～1。集計しえた。著者らの 2

例を除いたこれら21例の年齢は39歳～77歳に分布して

いて平均年齢568歳 であり,性 別では男性14例,女 性

74211であった。閉塞部は全例総肝管より総胆管にかけ

て存在していて,原 因は腫瘍塊10例(47.6%),発 育型

11421(52.4%)と ほぼ同数であった。ただし出血 ・凝

血内に腫瘍塊が認められた症例は腫瘍塊に含めた。こ

れ ら胆管内に存在 した肝癌の組織型は21911中16例

(76.2%)は Edmondsonの 分類で grade II～IIIに相当

する肝細胞癌であった。

それでは閉塞性黄疸を呈する肝癌症例では癌がどの

ような進行状態にあるのか,外 科的立場よりいいかえ

ると肝における癌の拡がりは一葉側に限局しているか

または両実にまで拡がっているか否かについて検討し

てみる。214/1中癌占居部が肝両葉であった例は 4例

(19.0%),左 右いずれかの一葉側例は 9例 (42.9%),

手術時原発巣 (癌占居部位)が 不明例は 8例 (38.1%)

であった.な お肝癌占居一美側例 9471の中 6例 は手術

時の診断,肝 切除の所見や剖検所見で単発性肝癌で

あったと記載されている。さらに開腹時原発巣不明と

された例の中に,割 検で小さい肝癌
5)ゃ胆管外痩で長

期間生存した症例。が含まれていることより, これら

症例に小さい肝癌が存在すると推定される。すると閉

塞性黄疸を呈する肝癌症例において,単 に肝癌占居部

位よりのみみて約半数近 くの症例に肝切除が可能では

なかったかと想像される。閉塞性黄疸を呈する肝癌は

著者らの症例のように高度進行期lrlも多いが,他 方黄

疸が早期発見の動機となるTrllも少からず存在していて

肝切除も可能ではなかったかと思われた。
一方肝癌の予後に関与している他の重要因子の 1つ

として肝硬変があげられる.著 者らが経験した者」検肝

癌29421の中,癌 の一葉側占居例は 7例 (241%)で あっ

たが(表2),仮 にこれら症例が死亡前に的確に診断し

えたとしても肝硬変およびその合併症のために手術の

機会はありえなかったかもしれない。 こ のように肝癌

図左狽」は胆管壁,右 側は肝癌 (HE,× 100).
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表 2 肝 癌剖検例の癌占居部位

両 要 右葉 左 葉

多 緒 節 型

単 結 節 型 /

S48年 4月 ～ S55年 10月  】 ICH

の予後を左右す る肝硬変の合併は集計1/121911中124/‐l

(57.1%)で ,非 合併例 5夕」(23.8%),残 りの 4例 は

記載 されてなかった。 これを日高
lDの
肝癌剖検例にお

ける肝硬変合併率85.5%に 比較すると集計例では低率

であった。閉塞性黄痘を呈する肝癌は比較的多い一棄

側癌占居例に加えて, このように肝硬変非合併例が多

いことは手術に好都合 といえる。

しかしながら多 くの報告例では外科的治療の機会を

逸 している.こ の主な原因は胆道出血ゃ閉塞性黄痘で

あって, これらが直接死因とかかわっているからだと

思われた。そこで実際の症例にあたっては, まず胆道

出血や閉塞性黄痘に対する緊急にして的確な処置が不

可欠であ り,つ いで癌占居部位の診断,患 者側の病状

の把握が要求される。そ うすれば管内型閉塞を起 した

肝癌例であっても外科的治療の希望がもてると考えら

れた。

IV お わ りに

癌腫の担管内発育のため閉塞性黄痘を塁 した肝癌の

2音」検例を報告 した。ついで閉塞性黄疸を呈 した肝癌

の,最 近の本邦での報告1/1を集計 して,外 科的立場 よ

り治療の可能性の有無について検討 してみた.
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